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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第31期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第32期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第31期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 1,101,1721,037,3884,316,379

経常利益又は経常損失（△）（千円） 23,007 △10,167 54,405

四半期（当期）純利益又は四半期純損失（△）（千円） 21,252 △10,573 26,554　

純資産額（千円） 1,302,9011,268,1681,294,762

総資産額（千円） 3,850,4783,977,7103,712,563

１株当たり純資産額（円） 310.06 303.87 310.17

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は１株当たり四半

期純損失金額（△）（円）
5.08 △2.53 6.36

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
― ― ―

自己資本比率（％） 33.6 31.9 34.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
43,151 16,130 182,776

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△70,345 △46,973 △147,203

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
54,954 96,465 3,669

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 642,019 719,125 653,502

従業員数（人） 228 249 233

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、第32期第１四半期連結累計（会計）期間は１株当た

り四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、第31期第１四半期連結累計（会計）期間及び第31期

は潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．従業員数の増加は、子会社の(有)篠目三谷を取得したことによるものであります。　
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

　な変更はありません。なお、主要な関係会社における異動は、関係会社の状況に記載のとおりであります。

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。

名称 住所　
資本金　　　　（千

円）　
主要な事業の内容　

議決権の所有割合又

は被所有割合（％）

　

関係内容　

（連結子会社）

(有)篠目三谷　 山口県山口市 　　 　　　　10,000　 産直畜産事業　 　　　　　　86　　

鶏卵の仕入　　　　　　

資金援助あり　　　役

員の兼任あり　

　　（注）主要な事業の内容欄には、セグメント情報の名称を記載しております。　　

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 249(126)

　（注）１．従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数は、当第１四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載して

おります。

　　　　２．従業員数及び臨時雇用者数の増加は、子会社の(有)篠目三谷（主に産直畜産事業）を取得したことによるもので

あります。

(2）提出会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 208(34)

　（注）従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数は、当第１四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

１）生産実績

　当第１四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

前年同四半期比（％）

産直畜産事業（千円） 874,426 －

総合宅配事業（千円）　 － －

牛乳製造卸売事業（千円） 20,336 －

　報告セグメント計（千円） 894,763 －

その他（千円） 9,945 －

合計（千円） 904,709 －

　（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．総合宅配事業は、商品、産直畜産事業及び牛乳製造卸売事業で生産した製品の販売を行っておりますので、生

産実績はありません。

２）商品仕入実績

　当第１四半期連結会計期間の商品仕入実績をセグメントごとに示すと次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

前年同四半期比（％）

産直畜産事業（千円） 330 －

総合宅配事業（千円） 65,581 －

牛乳製造卸売事業（千円）　 5,328 －

　報告セグメント計（千円）　 71,240 －

その他（千円） 1,264 －

合計（千円） 72,505 －

　（注）１．金額は仕入価格で表示しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当社グループは見込み生産を行っているため、該当事項はありません。
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(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

前年同四半期比（％）

産直畜産事業（千円） 861,283 －

総合宅配事業（千円） 145,374 －

牛乳製造卸売事業（千円） 21,109 －

　報告セグメント計（千円） 1,027,766 －

その他（千円） 9,621 －

合計（千円） 1,037,388 －

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．前第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売

実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

生活協同組合連合会グリーンコープ連合 354,305 32.2 370,163 35.6

生活クラブ事業連合生活協同組合連合会 205,465 18.6 186,314 18.0

合計 559,770 50.8 556,478 53.6

　　　　３．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。　

２【事業等のリスク】

  当第1四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

３【経営上の重要な契約等】

    　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　(1)業績の状況

　当第１四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、輸出の増加や経済対策の効果等により、景気は持ち直しの傾

向が継続したものの、依然として厳しい雇用情勢及び所得環境により個人消費が低迷し、デフレ状態が継続する中

で推移いたしました。

　食品業界におきましても、消費者の低価格志向が継続しており、引き続き厳しい経営環境の中で推移いたしまし

た。

　このような状況の中、当社の主たる販売先である産直型の生活協同組合及び宅配会社にも節約志向・低価格志向

の波が及んでおり、鶏肉の売上高は前年を下回りました。利益面につきましては、鶏肉を使用した冷凍加工食品の売

上は引き続き伸張したものの、鶏肉の売上高の減少の影響が大きく、減益要因となりました。

　以上の結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は、10億37百万円（前年同期比5.8％減）、営業損失は6百万円

（前年同期は25百万円の利益）、経常損失は10百万円（前年同期は23百万円の利益）、四半期純損失は10百万円

（前年同期は21百万円の純利益）となりました。
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セグメントの業績は次のとおりであります。

（産直畜産事業）

主に産直型の生活協同組合及び宅配会社へ販売している鶏肉、冷凍加工食品、鶏卵で構成される産直畜産事業に

つきましては、鶏肉を使用した冷凍加工食品の売上高が引き続き伸張したものの、鶏肉及び鶏卵の需要が低迷した

ため、売上高は減少いたしました。

この結果、産直畜産事業の売上高は、8億61百万円（前年同期比5.0％減）、営業利益は91百万円（前年同期比

12.2％減）となりました。

　

（総合宅配事業）

　当社の食品を中心に会員宅に毎週商品をお届けする会員制宅配事業「スマイル生活」につきましては、期首との

比較では会員数は伸張したものの、前年同期と比べ会員数及び客単価がマイナスとなり、売上高は減少いたしまし

た。

　この結果、総合宅配事業の売上高は、1億45百万円（前年同期比8.1％減）、営業損失は8百万円（前年同期は2百万

円の損失）となりました。

　

（牛乳製造卸売事業）

　牛乳や乳製品を生産、販売している牛乳製造卸売事業につきましては、今年度に入ってから、採算性に問題のあっ

た量販店等への卸販売の縮小を行ったことにより売上高は減少いたしました。一方、生産農場の(有)むつみ牧場や

製造を担う(有)あきかわ牛乳の稼働率の低下がマイナス要因となりました。

　この結果、牛乳製造卸売事業の売上高は、21百万円（前年同期比32.1％減）、営業損失は9百万円（前年同期は　8百

万円の損失）となりました。

 

(2)キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、長期借入れによる収入、

短期借入金の純増、減価償却費等により、前連結会計年度に比べ65百万円増加し、7億19百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は16百万円になりました。

　これは主として、税金等調整前四半期純損失（10百万円）に対して、減価償却費（29百万円）、仕入債務の増加

（29百万円）等から、たな卸資産の増加（31百万円）、売上債権の増加（21百万円）等を控除したことによるもの

であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  投資活動の結果支出した資金は46百万円になりました。

　これは主として、貸付けによる支出（52百万円）、有形固定資産の取得による支出（26百万円）等から、貸付金の

回収による収入（19百万円）等を控除したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  財務活動の結果獲得した資金は96百万円になりました。

　これは主として、長期借入れによる収入（1億円）、短期借入金の純増額（50百万円）等から、長期借入金の返済に

よる支出（41百万円）等を控除したことによるものであります。

　

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4)研究開発活動

　当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、9,434千円であります。

　なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【設備の状況】

　(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、当社が鶏卵事業の継続的な安定を図るため、株式取得により(有)篠目三谷を

子会社化したことにより、同社の鶏卵生産設備が新たに当社グループの主要な設備となりました。その設備の状況

は、次のとおりであります。なお、これは以前より提携していた農場を子会社化したことによるものであるため、生

産能力に影響はありません。

国内子会社　

会社名
(所在地)

セグメント

の名称
設備の内容

帳簿価額(千円)
従業員数
(人)

建物及び
構築物

土地
(面積千㎡)

その他 合計

(有)篠目三谷

（山口県山口市）
産直畜産 鶏卵生産設備 30,867

127,000

（50,039）
87,500245,367 17　　

（注）帳簿価格のうち「その他」は、機械装置及び運搬具、工具器具及び備品、動物、及び建設仮勘定の合計であり

ます。なお、金額には消費税等は含まれておりません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要

　な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,000,000

計 8,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,179,000 4,179,000
大阪証券取引所

（ＪＡＳＤＡＱ市場）

単元株式数

1,000株　

計 4,179,000 4,179,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高(千株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年４月１日～
平成22年６月30日

－ 4,179 － 714,150 － 381,030

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成22年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　4,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　4,169,000 4,169 －

単元未満株式 普通株式　　　6,000 － －

発行済株式総数 4,179,000 － －

総株主の議決権 － 4,169 －

 

②【自己株式等】

 平成22年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

(株)秋川牧園
山口県山口市仁保

下郷317
4,000 － 4,000 0.10

計 － 4,000 － 4,000 0.10

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月

最高（円） 427 410 408

最低（円） 410 395 380

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結

会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 698,701 633,082

受取手形及び売掛金 499,289 439,942

有価証券 20,423 20,419

商品及び製品 89,320 74,734

仕掛品 328,802 317,295

原材料及び貯蔵品 58,362 48,868

その他 230,561 300,570

貸倒引当金 △656 △838

流動資産合計 1,924,804 1,834,073

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 709,365

※1
 673,841

土地 794,901 667,901

その他（純額） ※1
 290,015

※1
 210,760

有形固定資産合計 1,794,282 1,552,503

無形固定資産

のれん 105,960 56,731

その他 21,395 21,331

無形固定資産合計 127,355 78,062

投資その他の資産 ※2
 131,268

※2
 247,923

固定資産合計 2,052,905 1,878,489

資産合計 3,977,710 3,712,563

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 413,995 292,223

短期借入金 1,320,000 1,270,000

未払法人税等 2,652 11,402

賞与引当金 13,897 30,144

その他 431,470 348,817

流動負債合計 2,182,015 1,952,587

固定負債

長期借入金 289,484 242,789

退職給付引当金 162,652 154,575

役員退職慰労引当金 43,994 43,268

その他 31,396 24,579

固定負債合計 527,527 465,213

負債合計 2,709,542 2,417,800

EDINET提出書類

株式会社秋川牧園(E00344)

四半期報告書

11/24



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 714,150 714,150

資本剰余金 554,541 554,541

利益剰余金 416 23,512

自己株式 △3,573 △3,163

株主資本合計 1,265,534 1,289,040

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,633 5,722

評価・換算差額等合計 2,633 5,722

純資産合計 1,268,168 1,294,762

負債純資産合計 3,977,710 3,712,563
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 1,101,172 1,037,388

売上原価 847,568 804,979

売上総利益 253,604 232,408

販売費及び一般管理費 ※1
 228,369

※1
 238,862

営業利益又は営業損失（△） 25,234 △6,454

営業外収益

受取利息 1,151 1,257

受取配当金 631 761

補填金収入 616 －

その他 2,058 1,154

営業外収益合計 4,457 3,172

営業外費用

支払利息 6,658 6,858

その他 26 26

営業外費用合計 6,684 6,885

経常利益又は経常損失（△） 23,007 △10,167

特別利益

固定資産売却益 348 303

貸倒引当金戻入額 140 183

特別利益合計 489 486

特別損失

固定資産売却損 1,519 －

固定資産除却損 711 829

特別損失合計 2,230 829

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

21,265 △10,509

法人税、住民税及び事業税 1,990 1,540

法人税等調整額 △1,837 △1,477

法人税等合計 153 63

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △10,573

少数株主損失（△） △140 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） 21,252 △10,573
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

21,265 △10,509

減価償却費 37,071 29,566

のれん償却額 3,465 3,465

貸倒引当金の増減額（△は減少） △140 △183

賞与引当金の増減額（△は減少） △14,331 △17,277

退職給付引当金の増減額（△は減少） 122 8,076

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 646 725

受取利息及び受取配当金 △1,782 △2,018

支払利息 6,658 6,858

有形固定資産売却損益（△は益） 1,170 △303

有形固定資産除却損 711 829

売上債権の増減額（△は増加） △32,319 △21,944

たな卸資産の増減額（△は増加） △34,204 △31,102

未収入金の増減額（△は増加） △404 10,150

仕入債務の増減額（△は減少） 28,814 29,266

その他 42,303 25,575

小計 59,048 31,175

利息及び配当金の受取額 1,769 2,066

利息の支払額 △6,787 △7,052

法人税等の支払額 △10,877 △10,058

営業活動によるキャッシュ・フロー 43,151 16,130

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △70,783 △26,893

有形固定資産の売却による収入 2,843 10,649

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

－ 3,502

貸付けによる支出 △12,650 △52,060

貸付金の回収による収入 10,404 19,413

ソフトウエアの取得による支出 △100 △1,607

その他 △60 20

投資活動によるキャッシュ・フロー △70,345 △46,973

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 50,000

長期借入れによる収入 100,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △34,790 △41,632

自己株式の取得による支出 △190 △409

配当金の支払額 △7,314 △10,981

その他 △2,750 △510

財務活動によるキャッシュ・フロー 54,954 96,465

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 27,759 65,622
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

現金及び現金同等物の期首残高 614,259 653,502

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 642,019

※1
 719,125
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 　（1）連結の範囲の変更

　　　当第１四半期連結会計期間において、(有)篠目三谷の株式を追加取得した

ため、連結の範囲に含めております。

　（2）変更後の連結子会社の数

　　　５社

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

（四半期連結損益計算書関係）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。

　

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１．棚卸資産の評価方法 　棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性が低下していることが明らかなも

のについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっており

ます。

２．固定資産の減価償却費の算定方法　 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。

３．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法　

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目等を重要なもの

に限定する方法によっております。

　また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度以降に

経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるた

め、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、1,860,403千円で

あります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、1,728,869千円で

あります。

※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 ※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 476千円 投資その他の資産 477千円

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　は次のとおりであります。

荷造運送費 58,826千円

給与手当 58,529 

賞与引当金繰入額 3,157 

退職給付引当金繰入額 3,469 

役員退職慰労引当金繰入額 646 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　は次のとおりであります。

荷造運送費 52,034千円

給与手当 61,444 

賞与引当金繰入額 3,445 

退職給付引当金繰入額 4,654 

役員退職慰労引当金繰入額 725 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

　貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

　貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在） （平成22年６月30日現在）

現金及び預金勘定 631,611千円

マネー・マネージメント・ファンド 10,407千円

現金及び現金同等物 642,019千円

 

現金及び預金勘定 698,701千円

マネー・マネージメント・ファンド 20,423千円

現金及び現金同等物 719,125千円

 

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  4,179,000株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  5,638株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月25日

定時株主総会
普通株式 12,523 3  平成22年３月31日 平成22年６月28日利益剰余金

          (2) 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期 

            間末後となるもの

　該当事項はありません。

５．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）
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製造卸売事業
（千円）

宅配事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 942,952 158,2191,101,172 － 1,101,172

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
28,246 1,080 29,326 (29,326) －

計 971,199 159,3001,130,499(29,326)1,101,172

営業利益又は営業損失（△） 81,665 △2,502 79,163 (53,928)25,234

　（注）１．事業区分の方法

　事業は、業務の専門性及び業態を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な商・製品

事業区分 主要な商・製品

製造卸売事業 健康食肉　健康加工食品　健康鶏卵　健康牛乳

宅配事業
健康食肉　健康加工食品　健康鶏卵　健康牛乳

有機農産物　一般健康食品等

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

海外売上高がないため該当事項はありません。

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社グループは、事業グループごとに取り扱う製品・サービス別のセグメントについて、包括的な戦略を立

案し、事業活動を展開しております。

　したがって、当社グループは、事業グループごとに取り扱う製品・サービス別のセグメントから構成されて

おり、「産直畜産事業」、「総合宅配事業」及び「牛乳製造卸売事業」の３つを報告セグメントとしており

ます。

　「産直畜産事業」は、主に産直型の生活協同組合や宅配会社向けに、鶏肉、豚肉、牛肉、食肉の加工品及び鶏

卵の生産・販売をしております。「総合宅配事業」は、当社の食品を中心とした食品と生活雑貨を会員向け

に販売しております。「牛乳製造卸売事業」は、牛乳や乳製品の生産・販売をしております。

EDINET提出書類

株式会社秋川牧園(E00344)

四半期報告書

18/24



２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

（単位：千円）　

 
報告セグメント その他

（注）
合計

産直畜産 総合宅配 牛乳製造卸売 計

売上高       

外部顧客への売上高 861,283145,37421,1091,027,7669,6211,037,388
セグメント間の内部売上高
又は振替高

24,755 766 13,653 39,174 59,897 99,072

計 886,039146,14034,7621,066,94169,5181,136,460

セグメント利益又は損失

（△）
91,477△8,305 △9,732 73,439△9,482 63,957

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、牛乳宅配事業及び物流部門等を

　　　含んでおります。　

　

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）　

　 （単位：千円） 　

利益 金額 　

報告セグメント計 73,439 　

「その他」の区分の利益 △ 9,482 　

のれんの償却額 △ 3,465 　

全社費用（注） △66,945 　

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △ 6,454 　

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び品質管理費用であります。　

　

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

（のれんの金額の重要な変動）　

　　「産直畜産事業」セグメントにおいて、新たに連結子会社とした(有)篠目三谷の株式取得に伴い、当第１

四半期連結累計期間において、のれんが52,694千円増加しております。　

　

（追加情報）

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平

成20年３月21日）を適用しております。　

（金融商品関係）

　　　　前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありません。

　　　　　　　

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末に比べて著しい変動がありません。

 

（デリバティブ取引関係）

　当社グループは、デリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

当社グループは、ストック・オプションを付与しておりませんので、該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

当第１四半期連結会計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

取得による企業結合

１．被取得企業の名称及びその事業の内容、企業結合を行った主な理由、企業結合日、企業結合の法的形式、結合後企

業の名称、取得した議決権比率及び取得企業を決定するに至った主な根拠

（1）被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称　　(有)篠目三谷

事業の内容　　　　　産直畜産事業

（2）企業結合を行った主な理由

当社グループの鶏卵生産を継続的に安定させるため、子会社とすることで、生産と販売の運営を一体化させ、

効率化によるコストの引き下げや品質の向上等を図るため。

（3）企業結合日

平成22年５月31日

（4）企業結合の法的形式

株式取得

（5）結合後企業の名称

(有)篠目三谷

（6）取得した議決権比率

取得直前に所有していた議決権比率　　 14％

企業結合日に追加取得した議決権比率　 72％

取得後の議決権比率　　　　　　　　　 86％

（7）取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が(有)篠目三谷の株式を取得し、同社議決権の過半数を保有することになったため、当社が取得企業に、

(有)篠目三谷が被取得企業に該当すると決定しました。

２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

平成22年５月31日時点の貸借対照表のみが含まれております。

３．被取得企業の取得原価及びその内訳

取得の対価 現金及び預金 7,200千円

取得原価  7,200千円

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

（1）発生したのれんの金額

52,694千円

（2）発生原因

被取得企業に係る当社の持分額と取得原価との差額により、発生したものであります。

（3）償却方法及び償却期間

15年間にわたる均等償却

５．企業結合が当連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当四半期連結累計期間に係る四半期連結損

益計算書に及ぼす影響の概算額

売上高　　　　　70,891千円

経常損失 　　　　1,015千円

四半期純損失　　 2,454千円

なお、影響の概算額については監査証明を受けておりません。

 

（資産除去債務関係）

　　　　該当事項はありません。

　

（賃貸等不動産関係）

　　　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 303.87円 １株当たり純資産額 310.17円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等　

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 5.08円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 2.53円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 21,252 △10,573

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
21,252 △10,573

期中平均株式数（千株） 4,175 4,174

（重要な後発事象）

 　　該当事項はありません。

（リース取引関係）

　前連結会計年度末に比べ著しい変動がありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月４日

株式会社秋川牧園

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 世良　敏昭　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮本　芳樹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社秋川牧園の

平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社秋川牧園及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月３日

株式会社秋川牧園

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 世良　敏昭　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮本　芳樹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社秋川牧園の

平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社秋川牧園及び連結子会社の平成22年６月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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